


ー7ーマイクコンセント

操作部の説明
電源表示灯
「外部入力/マイク」、「ワイヤレス1」、「ワイヤレス
2」のいずれかのスイッチを入れるか、ハンドマイク
（付属）のマイクスイッチを入れる、またはホイッス
ルボタンを押すと点灯（緑）します。
電池の残量が少なくなると点灯（赤）に変わり、残
量が無くなると点灯しなくなります。
電池の残量が少なくなると音声やホイッスル音が
途切れたりしますが、故障ではありません。できる
だけ早く新品の電池と交換してください。
※ホイッスルボタンを押して点灯させた場合、ボタ
　ンを離すと電源は切れます。
※電池残量が十分な場合でも、瞬間的な低電圧時
　（大音量での放送時など）には赤く点灯します。

アンテナ受信表示灯
受信時は、点灯（緑）します。
未受信時は、点灯（赤）します。
周波数設定が正しくおこなわれていない場合は、
点滅（赤）します。再度、周波数設定をしてください。
（9頁「周波数設定のしかた」参照。）

ワイヤレスマイク 音量調節つまみ
(電源スイッチ兼用)
ワイヤレスマイクを使用する場合は、右にまわし
電源スイッチを入れ、音量を調節してください｡

SD操作ボタン（開始/停止）
オプションのSDレコーダーユニット（SDU-300）
増設時、SD音源の再生や録音時に使用します。
詳しくはSDレコーダーの取扱説明書をご確認くだ
さい。

SD動作表示灯
オプションのSDレコーダーユニット（SDU-300）
増設時、SDレコーダーの状態を表示します。
詳しくはSDレコーダーの取扱説明書をご確認くだ
さい。

外部入力/マイク 音量調節つまみ
(電源スイッチ兼用)
外部入力に接続された機器を使用する場合は、
右にまわし電源スイッチを入れ、音量を調節して
ください｡
外部入力の感度切換スイッチは、入力端子部にあ
ります。（6頁「各部の名称と説明（内部）」参照。）

オプション 音量調節つまみ
(電源スイッチ兼用)
オプションユニットを使用する場合は、右にまわし
電源スイッチを入れ、音量を調節してください。
ワイヤレスチューナーユニット（SU-350、
DU-850A）増設時はワイヤレスマイク使用時の
音量、SDレコーダーユニット（SDU-300）増設時
はSD音源の再生音量を調節します。

付属のハンドマイクについて

●「外部入力/マイク」、「ワイヤレス1」、「ワイ
　ヤレス2」全てのスイッチをOFFにしないと、
　電源は切れません。

ご注意..

送話口
送話口と口は1～2cm程度に近づけて
話してください。離しすぎると音量不足
になることがあります。

マイクスイッチ
①押すと電源が入り（操作部の電源表示灯
が点灯）、拡声ができます。離せば切れます。

②押して上にスライドさせると、ロック状態に
なり、指を離しても電源は入り続けます。
連続放送が楽にできます。

音量調節器
ハウリング(キーンという音)の起きない
範囲で適当な音量に調節してください。

マイク接続プラグ
ハンドマイクのプラグを本体のマイクコ
ンセントに差込み、締付ナットで確実に
しめつけてください。

●締付ナットの締付けが不十分ですと、メガホ
ン本体もハンドマイク（付属）も、防滴性能が
保てません。
●マイクスイッチをロックして使用した場合、ロ
ックの解除を忘れますと電池の消耗を早め
ます。必ずロックを解除してください。
●マイク収納時は、必ず6頁の「収納図」のよ
うに収納してください。

ご注意..

音量増

音量減
入①

入/ロック②

ホイッスルボタン
ホイッスル音を鳴らすときに押してください。
音量調節つまみはなく、押している間は一定の大
音量で鳴ります。

締付ナット
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電池の入れ方について
●単一形乾電池（LR20/R20P/R20PU）を交換、または入れるときは、次の説明に従って行ってください。

2.ハンドマイク（付属）をマイクハンガーからはずす
　ハンドマイク（付属）をマイクハンガーからはずしてください。

1.電源を切る
　電源表示灯が消灯していることを確認してください。

6.電池カバーを閉じる
　電池カバーを閉じて、ロックしてください。

4.電池カバーを開ける
　電池カバーロックをはずし、電池カバーを開けてください。

3.メガホンを床に伏せる
　安定した場所で、メガホンを床に伏せてください。
　（カバーを開けた時、電池が飛び出すのを防ぐため。）

単一形
乾電池
8本

●自治体ごとに定められた廃棄方法
に従ってください。

乾電池の廃棄について

電池カバーロック

電池カバー

電池挿入図

●本機に乾電池が入っているときは乾電池の飛び出しなどを防ぐために、必ずふたを閉め、ロックしてください。
●乾電池を交換するときは､必ず全部新品に交換してください。乾電池は必ず同じ種類のものをご使用ください｡
●電池格納部や電池接点部は常に清潔にしてください。汚れたり、錆びたりしますと、動作しない場合があります。
●長時間使用しない場合は乾電池を取り出しておいてください｡乾電池をそのまま入れておきますと､乾電
池の液もれで本機が使用不能になる恐れがあります｡

ご注意..

作業時は､必ず本機の電源スイッチを切っておいてください
・突然大きな音が出たり、感電の原因となります。

濡れたまま電池カバーをはずさない
・水滴が内部に入り火災や誤動作の原因になります。よく拭き取り乾燥させてから作業してください。

電池の挿入は､表示の極性に従い正しく入れる
・誤挿入による液漏れや破裂でけがをする場合があります。
・特にアルカリ乾電池をご使用の場合は液漏れにより、化学やけどの原因となることがあります。

電池挿入後は､電池カバーをロックする
・電池カバーがロックされていないと、雨などの水滴が本機内部に入り火災や誤動作の原因になります。

電池カバーを取付ける前に、パッキンの状態を確認する
・劣化や損傷していた場合、内部に水が入り、火災や誤動作の原因になります。販売店などにご連絡ください。

5.乾電池を入れる
　単一形乾電池8本を、電池格納部の極性 ＋ － 表示に合わせて入
　れてください。（電池挿入図をご確認ください。）
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グループ
設定スイッチ

設定用ドライバー
（付属）でグループ
番号を合わせる

■グループ／チャンネル番号について（下記文中のチャンネル数は本機を複数台使用の場合を含みます。）

●同一場所で、複数のマイクを同時に使用する場合は1つのグループに統一します。
　(グループ1～4の中から1つのグループを選びます。)
・グループ1～3の中から1つのグループを選んでシステムを組めば、最大4波まで使用できます。
・グループ4は1波使用できます。

●周波数一覧表にないグループ／チャンネル番号に設定すると､受信表示灯が点滅し受信できません｡必ず周波数一覧表
を見て設定してください｡

300MHz帯ワイヤレスシステムについて

周波数設定のしかた
●ワイヤレスチューナー（SU-350）の周波数
設定を切り換える場合は､収納カバー裏面
に付属の設定用ドライバーを使用してくだ
さい｡(右図参照)
　設定したグループ、チャンネルと同じ表示ラ
ベル(付属)を、操作部横のラベルスペース
に貼ってください。（5頁「各部の名称と説
明」をご覧ください）

●アンテナ受信表示灯が赤色に点滅する
場合は、周波数設定が正しくおこなわれ
ていないこと（本頁の受信周波数表にな
いグループ、チャンネルに設定している）
を表しています。再度、周波数設定をして
ください。

ご注意..

C 3 2
300MHz帯を表わす

◆C32の設定例（呼称の説明）

グループ番号を表す

グループ設定スイッチ
グループ番号を設定する

グループ内のチャンネル番号
を表わす

チャンネル設定スイッチ
チャンネル番号を設定する

C11

C12

C13

C14

グループ 1
グループ／チャンネル番号周波数

（MHz）
322.025
322.050
322.075
322.100
322.125
322.150
322.250
322.275
322.300
322.325
322.350
322.375
322.400

C21

C22

C23

C24

グループ 2
C31

C32

C33

C34

グループ 3

C41

グループ 4

◆受信周波数表

●受信機（ワイヤレスチューナー）とワイヤレスマイクは､同じ周波数(グループ及びチャンネル)に設定してください｡
●同時に使用するマイクは､全て同じグループにして､全て違うチャンネルに設定してください。(本頁の受信周波数表を参照)
●1ヶ所で同時に使用できるチャンネル数は本頁の「グループ／チャンネル番号について」を参照してください｡
●TWB-300とワイヤレスマイクの距離は15m以内で使用してください。※環境条件によって、15mより短くなることもあります。
●同じ周波数の妨害電波、高周波を使う機器が近くにないことを確認してください。やむをえず雑音源の近くでご使用になる場合
は、ワイヤレスマイクと本機の距離は約2m～10mの距離でご使用ください。なお、2m以内に近づくと、使用していないチャンネ
ルへの飛び込みや混信などが発生することがあります。

●ワイヤレスマイクを2本以上ご使用の場合は、マイクロホンどうしは50cm以上離してください。他の受信機へ混信することがあります。

ご注意..
グループ／チャンネル番号が「C32」の場合
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マイクオーダーについて
●チャンネル設定スイッチをマイクオーダーポ
ジションに設定しますと、グループ内の複数(2
～4)チャンネルのワイヤレスマイクを受信す
ることができます。

◆「マイクオーダーポジション」とは？
・最大4チャンネルの受信が可能ですが、最初に使用（電源スイッチ
「ON」）したワイヤレスマイクのチャンネルを優先し、受信します。（下
記「マイクオーダー運用例」参照。）

・受信中マイクの使用が終わり（電源スイッチ「OFF」）次第、設定され
たチャンネルのマイクが受信可能になります。（下記「マイクオーダー
運用例」参照。）

・受信可能なチャンネルの組み合わせは右記の「マイクオーダーのチ
ャンネル組合せ表」をご覧ください。またグループの設定は「1、2、3」
のいずれかに設定してください。「4／S」には設定しないでください。

◆マイクオーダーのチャンネル組合せ表

1-2
2-3
3-4
1-4

1-2-3

S

C11  C12
C12  C13
C13  C14
C11  C14
C11  C12
C13

C11  C12
C13  C14

C21  C22
C22  C23
C23  C24
C21  C24
C21  C22
C23

C21  C22
C23  C24

C31  C32
C32  C33
C33  C34
C31  C34
C31  C32
C33

C31  C32
C33  C34

チャンネル設定スイッチ
グループ設定スイッチ 1 2 3

マ
イ
ク
オ
ー
ダ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン

●別売ワイヤレスチューナーユニット組込時にマイクオーダーポジションでチャンネルを設定する場合は、両
チューナーのチャンネル番号が互いに重複しないようにご注意してください。
・チャンネル番号が互いに重複する組合わせ例：「1/1-2」「2/2-3」「1-2/2-3」「2-3/3-4」など
・正しいチャンネル番号組合わせ例：「1/2-3」「2/1-4」「3/1-2」「1-2/3-4」「2-3/1-4」など
　（必ずチャンネル番号が互いに重複しない組合わせでご使用ください。）

ご注意..

ナローポジションについて
●本機を使用中に、近隣で使用するワイヤレス
マイクが混信するとき、または混信の恐れが
あるときは、グループ設定スイッチを「ナロー」
側で設定してください。受信感度を抑え、混信
を防ぐことができます。

チャンネル設定スイッチ

グループ設定スイッチ

ふつう
ナロー
ポジション
（狭い）

グループ設定スイッチ

チャンネル設定スイッチ

固定受信
ポジション

マイク
オーダー
ポジション

マイクオーダー運用例

ワイヤレスマイク（C13）を受信中 ワイヤレスマイク（C13）を受信中
ワイヤレスマイク（C14）は使用不可

ワイヤレスマイク（C13）は使用終了
ワイヤレスマイク（C14）は使用可能

受信エリア

(ON)C14
(OFF)C13

C14を受信受信エリア

(ON)C13(ON)
C14

C13を受信受信エリア

TWB-300 TWB-300 TWB-300

(ON)C13(OFF)

C14

C13を受信

・グループスイッチの設定………1　　　　　　  
　     (または2, 3 のいずれか)
・チャンネルスイッチの設定……3-4 
　　(または1-2,2-3,1-4,1-2-3,Sのいずれか) 
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定　格
定格 30 W　最大 45 W
LR20 / R20P / R20PU（単一形乾電池）8個（DC 12 V）
DC 10V～16V（12V バッテリー） 電源コード LD-300（別売）を使用し、外部電源コンセントより入力
音声時：約800 m　 ホイッスル時：約1000 m
音声時：約22時間　ホイッスル時：約120分
500 Hz～5 kHz（偏差26 dB以内）
PLL制御スーパーヘテロダイン受信
322.025～322.150 MHz、322.250～322.400 MHz（25kHz間隔　13波中1波選択）
20 dBμV
AUX：－20 dBV　10 kΩ / マイク：－52 dBV　600 Ω　（切換式）　不平衡　音量調節器付
本体ケース：ASA樹脂　近似色 シルバーグレー
幅 218 mm　高さ 371 mm　奥行き 350 mm（突起物除く）
約 4.1 kg （付属のハンドマイク含む、電池別）
取扱説明書（保証書付）×1、設定用ドライバー×1、チャンネル表示ラベル×1、肩掛ベルト×1
メガホン本体　　　：IEC 60529 IPX5（JIS C 0920 保護等級 5「防噴流形」）
ハンドマイク（付属）：IEC 60529 IPX4（JIS C 0920 保護等級 4「防まつ形」）

出 力
使 用 乾 電 池
外 部 電 源
通 達 距 離（ J E I T A ）
電池持続時間（JEITA）
総 合 周 波 数 特 性
受 信 方 式
受 信 周 波 数
受 信 感 度
外 部 入 力 ジ ャック
外 装
外 形 寸 法
質 量
付 属 品

防 水 性 能

コネクター

オプション
ユニットを
挿入する

●SDレコーダーユニット（SDU-300）は、必ず下
段の挿入口に挿入してください。
※ワイヤレスチューナーユニット（SU-350、
　DU-850A）は上下段のどちらでも動作します。

ご注意..

オプションユニットの取付方法
●本機は別売のオプションユニット（ワイヤレスチューナーユニット（SU-350、DU-850A）、SDレコーダーユニット（SDU-300））を一
台組み込むことができます。取付は、販売店または最寄りのユニペックス営業所にご相談ください｡
●オプションユニットの操作については、ユニットの取扱説明書をご覧ください｡

5.収納カバーを取付け、チャンネル表示ラベルを貼る
・元どおりに収納カバーを取り付けてください。
・ワイヤレスチューナーユニット（SU-350、DU-850A）を増設した場合、
設定したグループ、チャンネルと同じ表示ラベル(チューナーユニットに
付属)を貼ってください。（5頁「各部の名称と説明」をご覧ください｡）
・SDレコーダーユニット（SDU-300）を増設した場合、SDネー
ム(SDレコーダーユニットに付属)を貼ってください。（5頁「各
部の名称と説明」をご覧ください｡）

ご使用中は､取付作業をおこなわないでください
・感電の原因となります。

作業時は､必ず本機の電源を切っておいてください
・感電の原因となります。4.オプションユニットを組み込む

　オプションユニットを本機のオプションユニット挿入口に挿入し
てください｡(下図参照)

3.収納カバーを開ける
ロックをはずし、収納カバーを開けてください｡

1.電源を切る
電源表示灯が消灯していることを確認してください。
2.ハンドマイク（付属）をマイクハンガーからはずす

収納カバーを取付ける前に、パッキンの状態を確認する
・劣化や損傷していた場合、内部に水が入り、火災
　や誤動作の原因になります。販売店などにご連絡
　ください。
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外観寸法図  (単位mm)

発売元

製造元

〒573-1132 大阪府枚方市招提田近3-6  TEL.(072)855-3334(代)

　　　 　　年　　 　月　 　 　日より
電子回路部１ヶ年、ケース(外装部) 6ヶ月

保証書防滴スーパーワイヤレスメガホン
TWB-300

お買い上げ日

印

保
証
期
間

お　
客
　
様

お名前

ご住所　〒

様

電話（ 　　　　）   　　　 -

販
売
店

店名・住所

電話（ 　　　　）   　　　 -

無料修理保証の範囲
①保証期間内において､取扱説明書などに従った正常な使用状態において故障した場合に無料で修理
いたします｡

②修理の際は必ず保証書の提示があること。
③当保証書の所定項目に必要事項が記入され､故意に字句を訂正していないこと。
無料修理保証の免責範囲
（次のような場合は保証期間内でも有料修理となります｡）
①使用上の誤り及びお取扱いの乱用などによる故障、磨耗。
②不当な修理改造による故障、損傷。
③正常なご使用でも、消耗部品の自然消耗、磨耗、劣化によるもの。
④お買上げ後の落下､傷など､お取り扱い上に起因するもの。
⑤火災､水害､落雷､地震､その他の天災によるもの｡また塩害､有毒ガス､異常電圧などが原因の損傷｡
⑥故障の原因が本製品以外の機器の影響によるもの。
⑦常識的に正常な動作状態であるにもかかわらず､修理または部品交換などの要求をされる場合｡

この保証書は日本国内においてのみ有効です｡この保証書は再発行いたしませんので大切に保管し
てください｡この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです｡ 
したがって､この保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。
（This warranty is valid only in Japan）

本書は本書記載内容で無料修理を行なうことを保証するものです｡
お買い上げの日から上記期間内に故障が発生した場合は本書を提示のうえ､
お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。

保証規定製造
番号

RKTTWB300-H0-6

37
1
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3
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5

218 350

見本


